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小
望
遠
鏡
に
よ
う
天
体
爲
眞

京
大
天
茎
栄
中
村

（一

j要

　
昨
年
の
小
望
遠
鏡
に
つ
い
て
の
績
稿
で
あ
る
。
從
っ
て
此
れ
以
外
の

　
事
も
混
じ
て
居
る
。

　
同
好
會
員
中
望
遠
鏡
を
持
つ
人
は
ほ
“
7
1
十
人
も
布
る
様
に
思
は
れ

　
る
。
趣
味
寅
…
眞
を
や
っ
て
居
ら
れ
る
方
で
星
．
の
爲
眞
を
一
こ
り
た
い
、
ご

　
希
望
さ
れ
る
方
「
も
多
い
．
、
叉
財
田
す
で
に
田
田
を
一
こ
つ
た
方
も
あ
る
、

　
同
好
會
適
中
望
遠
鏡
を
持
つ
方
が
僅
少
の
費
用
で
林
子
に
も
使
へ
る

　
様
に
す
る
事
は
望
ま
し
い
事
で
あ
る
。
私
は
此
の
方
面
に
深
い
縄
験

　
を
持
っ
て
居
る
の
で
な
く
た
“
興
味
に
引
か
れ
て
端
を
か
じ
っ
た
に

　
過
ぎ
な
い
が
素
人
ε
し
て
知
っ
て
お
い
て
も
良
い
事
や
反
素
入
で
行

　
へ
る
方
法
だ
け
を
井
井
に
記
し
た
い
∂

　
爲
眞
の
準
備
、
こ
し
て
玉
虫
爲
増
田
レ
ン
ズ
に
醒
し
た
事
を
少
し
く
無

韻
こ
誕
し
こ
、
o

　
　
　
　
ナ
し

藩
一
晶
三
P

　
天
髄
圧
注
用
レ
ン
ズ
は
通
常
の
寡
眞
レ
ン
ズ
ー
こ
は
大
分
立
場
が
ち
が

ふ
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
で
は
口
径
よ
り
も
下
の
問
題
で
あ
る
が
天
龍
薦
眞
に

は
星
の
如
き
鰍
…
像
を
ミ
る
の
で
あ
る
か
ら
大
口
径
の
も
の
ほ
さ
淡
い
も

の
が
、
こ
れ
る
。

　
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
で
は
通
常
四
枚
合
成
で
あ
る
が
普
通
の
淵
測
望
遠
鏡

は
二
枚
で
あ
る
。

　
眼
覗
用
包
物
レ
ン
ズ
で
は
黄
色
部
の
最
も
目
に
感
じ
の
よ
い
光
線
が

山ノ、

一
手
に
集
る
様
に
設
計
さ
れ
て
居
る
。
し
か
る
に
爲
眞
乾
板
は
紫
色
が

最
も
よ
く
感
じ
る
。
叉
眼
親
レ
ン
ズ
は
色
消
し
だ
、
こ
は
言
は
れ
る
が
完

全
に
色
消
で
な
く
各
色
異
っ
た
焦
粘
を
持
っ
て
居
る
。
通
常
の
眼
税
用

天
膿
レ
ン
ズ
は
ス
ペ
ク
ト
ル
の
お
ミ
r
が
同
一
貼
に
焦
鮎
を
結
び
b
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
き
最
も
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．
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．
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目
に
感
じ

よ
き
光
は

よ
り
焦
黙

距
離
が
短

い
。
又
紫

光
線
は
F

よ
り
焦
期

が
外
に
あ

る
。
各
色

の
焦
黙
の

、
　
つ
）
喝
、

力
衆
を
ー

ス
ペ
ク
ト

ル
中
の
重

要
線
の
焦
鋤
を
F
を
標
準
ぐ
」
し
て
焦
鮎
距
離
の
十
萬
分
の
一
で
表
す
ε

最
良
の
色
消
レ
ン
ズ
で
は
吹
の
A
の
如
く
で
あ
る
。

　
ツ
ア
ィ
ス
E
型
或
は
比
較
的
紫
色
の
多
い
レ
ン
ズ
で
は
1
3
の
様
に
な

る
。
日
本
光
學
工
業
の
封
物
レ
ン
ズ
の
色
牧
差
も
1
3
ミ
ほ
草
同
様
で
あ
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A
は
ク
ラ
ー
ク
ニ
十
四
吋

B
は
ツ
ァ
イ
ス
E
型
レ
ン
ズ

る
。
今
前
の
橿
か
ら
第
U
圖
a
の
如
き
色
消
曲
線
（
》
。
穿
。
慧
二
N
巴
。
コ

9
．
＜
①
）
を
書
く
ミ
黄
線
部
が
焦
馳
が
最
短
で
眼
視
的
に
明
る
い
部
分
は

比
較
的
一
回
に
近
く
焦
鮎
を
結
び
紫
光
線
で
は
急
に
長
く
な
っ
て
居

る
。
三
っ
て
紫
又
は
紫
外
線
で
は
一
躍
が
鋭
く
な
い
事
が
分
か
る
。
叉

黄
色
部
で
ピ
ン
ト
を
會
は
せ
て
も
實
は
焦
貼
は
三
門
で
約
一
ミ
リ
も
後

に
あ
る
事
も
知
れ
る
。
此
の
三
三
の
差
は
四
＋
吋
位
に
な
る
ε
約
三
吋

に
も
の
ぼ
る
。
唐
土
残
量
吋
の
小
口
径
で
は
小
さ
な
桁
で
あ
る
か
ら
再

な
り
良
い
像
が
燃
來
る
が
大
ロ
径
に
な
る
ご
焦
鮎
な
る
も
の
、
位
置
も

判
明
せ
ぬ
し
叉
像
は
甚
だ
悪
い
。

　
上
の
色
潰
曲
線
か
ら
見
て
眼
視
レ
ン
ズ
の
色
消
が
完
全
な
る
や
否
や

を
知
る
事
が
出
留
る
。
帥
ち
吋
に
つ
き
三
十
倍
位
以
上
の
レ
ン
ズ
を
用

ひ
て
先
づ
焦
馳
内
の
星
の
園
形
像
を
見
る
時
に
は
周
邊
は
青
紫
色
で
あ

っ
て
中
央
は
は
黄
色
で
あ
る
正
し
く
焦
細
が
合
ふ
前
に
は
青
紫
色
は
著

し
い
。
焦
鮎
で
は
中
央
像
は
黄
白
色
で
周
り
に
少
し
の
紫
色
を
俘
っ
て

居
る
。
吹
に
焦
黙
外
に
な
る
ε
圓
形
像
の
中
央
は
青
色
（
焦
貼
が
長
い

爲
）
で
最
も
焦
鮎
の
短
い
光
が
最
も
外
に
來
て
周
忌
は
縁
色
で
中
頃
は

黄
色
で
あ
る
。
星
像
を
見
た
時
に
正
し
く
此
の
順
に
像
が
出
來
れ
ば
レ

ン
ズ
の
色
消
は
完
全
で
あ
る
。
此
の
現
象
は
色
漕
線
か
ら
考
へ
る
一
こ
よ

く
分
か
る
。
長
週
期
…
愛
光
星
を
見
る
場
合
に
一
般
に
長
週
期
星
は
赤
い

爲
に
長
い
焦
鮎
を
持
っ
て
居
る
か
ら
焦
貼
が
異
る
。
観
測
の
場
合
に
は

赤
色
－
こ
他
星
よ
り
少
し
大
き
い
事
の
爲
に
よ
く
匿
別
が
出
漁
る
。

　
眼
税
レ
ン
ズ
の
問
題
は
百
年
前
フ
ラ
ン
ホ
ー
ヘ
ル
が
完
全
に
ε
い
て

居
る
、
爲
眞
專
用
ざ
し
て
爲
眞
的
に
好
い
像
を
得
る
爲
に
は
寅
眞
光
線

を
一
黙
に
集
ま
ら
オ
様
に
設
計
す
れ
ば
よ
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
ヘ
ン
リ
ー

兄
弟
が
十
三
吋
を
完
成
し
て
此
の
問
題
を
解
決
し
た
。

　
此
の
一
合
の
色
消
曲
線
は
第
一
圖
の
b
の
様
で
あ
る
（
＋
三
叶
レ
ン

ズ
に
封
ず
る
も
の
で
テ
ー
ラ
ー
氏
の
計
算
）

　
ポ
ツ
ダ
ム
天
文
喜
｛
の
ス
タ
イ
ン
ハ
イ
ル
三
十
一
吋
ア
レ
ガ
ニ
ー
天
文

皇
の
ブ
ラ
シ
ア
i
三
十
吋
等
は
全
然
爲
眞
用
で
眼
覗
に
は
使
用
出
來
ぬ

眼
視
用
レ
ン
ズ
で
も
特
に
設
計
し
た
凸
の
ク
ラ
ウ
ン
レ
ン
ズ
を
封
物
レ

ン
ズ
の
前
に
お
く
ミ
色
潰
曲
線
は
愛
化
し
て
も
b
ご
殆
ん
さ
同
様
に
な

り
完
全
に
爲
眞
に
使
へ
る
。
リ
ッ
ク
の
三
十
六
吋
に
は
三
十
三
吋
の
此

の
補
正
レ
ン
ズ
が
つ
い
て
居
る
Q
焦
黙
が
短
か
く
な
る
の
・
こ
補
正
レ
ン

ズ
。
か
宵
厘
露
な
怯
め
，
に
一
般
…
に
は
．
使
え
な
い
。

　
更
に
進
ん
で
特
殊
の
エ
ナ
硝
子
を
使
っ
た
三
枚
合
成
の
配
物
レ
ン
ズ

で
は
色
里
差
が
甚
だ
少
な
く
て
眼
覗
爲
黒
雨
用
が
出
來
る
。
ク
ヅ
ク
製

七
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の
テ
イ
ラ
ー
空
。
亨
嘉
舜
辛
ツ
フ
オ
ー
ド
レ
ン
ズ
（
○
篤
頃
。
「
幽
○
・
○
　
・
）
ツ
ァ

イ
ス
B
型
は
此
の
種
で
あ
る
が
甚
だ
高
鷲
で
あ
る
。
－
C
は
ツ
ァ
イ
ス

B
反
射
望
遠
鏡
を
使
へ
ば
四
達
差
が
○
で
あ
る
か
ら
レ
ン
ズ
の
如
き
困

難
は
無
論
な
い
。

　
l
a
に
懐
し
2
a
を
見
、
l
b
に
満
し
2
b
を
見
て
頂
き
た
い
。
2

a
は
肉
眼
、
2
b
は
爲
眞
の
感
．
じ
方
で
あ
る
。
　
二
つ
を
比
較
す
る
ご
早

掻
レ
ン
ズ
ε
課
税
レ
ン
ズ
ー
こ
の
原
理
上
の
差
が
よ
く
分
か
る
。
爲
眞
乾

板
は
シ
ー
ド
備
荒
の
も
の
で
あ
る
。

　
不
完
全
な
方
法
で
あ
る
が
眼
税
レ
ン
ズ
を
爲
眞
用
に
す
る
に
は
ク
ラ

ウ
ン
レ
ン
ズ
が
前
に
あ
る
届
物
レ
ン
ズ
な
れ
ば
ク
ラ
ウ
ン
、
フ
リ
ン
ト

雨
レ
ン
ズ
を
少
し
離
す
一
こ
紫
の
溜
場
が
短
く
な
っ
て
窟
長
日
に
使
え
る

襟
に
は
な
る
が
球
面
牧
差
が
現
れ
る
訣
鮎
が
あ
り
素
人
－
こ
し
て
封
物
レ

ン
ズ
は
い
ぢ
く
ら
な
い
方
が
よ
い
か
ら
先
つ
よ
く
な
い
方
法
で
あ
る

　
叉
別
な
方
法
で
は
焦
鮎
前
に
凸
レ
ン
ズ
を
加
へ
て
も
同
じ
く
爲
眞
用

に
な
る
が
極
め
て
講
論
で
あ
る
。

　
或
は
絞
り
を
使
用
す
れ
ば
像
は
よ
く
な
る
が
時
聞
が
延
長
す
る
．

　
し
か
る
に
眼
視
レ
ン
ズ
で
爲
眞
を
ご
る
王
難
は
た
“
乾
板
が
黄
色
に

感
じ
な
い
購
に
あ
る
の
で
あ
る
が
現
在
に
は
空
く
使
用
さ
れ
て
居
る
黄

色
に
感
ず
る
古
色
乾
板
（
○
昏
。
。
｝
・
．
。
ヨ
9
餓
。
℃
冥
①
）
が
あ
る
。
此
れ
の
感

光
力
は
2
c
の
如
く
で
一
・
ミ
比
較
す
る
ぐ
」
乾
板
の
黄
色
で
最
も
よ
く

感
じ
る
部
分
－
こ
レ
ン
ズ
で
最
も
不
図
な
黄
色
部
が
大
三
一
致
し
て
居
る

し
青
線
部
に
谷
が
あ
る
。
黄
色
の
焦
鮎
に
合
は
せ
た
だ
け
で
は
中
央
の

八

六
は
鋭
い
が
紫
色
の
感
光
力
が
大
で
有
か
ら
輪
を
作
る
。
し
か
し
F
線

よ
の
波
長
の
短
い
光
線
を
吸
牧
す
る
黄
色
ス
ク
リ
ン
叉
は
9
磐
＝
津
．
）

を
焦
鮎
前
に
お
け
ば
始
め
て
完
全
な
窮
眞
。
か
出
量
る
0
2
d
が
ス
ク
リ

ン
を
使
っ
た
時
の
感
色
光
線
で
あ
る
。

　
此
の
方
法
は
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
墓
に
於
て
始
め
て
リ
ッ
チ
i
（
｝
・
芝
・

｝
ρ
ぎ
げ
遭
氏
が
四
十
吋
に
利
用
し
星
睦
月
等
の
極
め
て
良
好
な
爲
眞
を
得

て
居
る
。
夏
に
ワ
ー
レ
ス
即
ζ
・
芝
巴
彗
。
氏
が
此
の
方
法
を
完
成
し
現

今
の
大
望
遠
鏡
は
総
て
此
の
方
法
に
よ
り
眼
視
窟
眞
爾
方
面
に
活
用
さ

れ
て
居
る
。
星
像
の
鮎
よ
り
見
て
爲
眞
レ
ン
ズ
よ
り
は
鋭
い
像
は
出
來

る
が
時
間
が
非
常
に
延
長
す
る
事
は
可
な
り
な
鋏
瓢
で
あ
る
。

　
2
b
は
ρ
p
日
臼
、
。
。
H
ロ
。
。
露
葺
露
。
易
回
。
，
。
。
ゴ
呪
。
目
彗
．
。
℃
§
。
の
も
の
で
天
文

益
者
に
は
最
も
よ
く
使
は
れ
る
。

　
清
心
に
此
の
方
法
で
月
直
隠
を
ε
る
一
こ
高
河
心
色
乾
板
で
一
秒
錫
の

時
間
で
充
分
で
あ
る
。

　
普
通
乾
板
し
か
得
ら
れ
な
い
時
に
像
を
よ
く
す
る
方
法
如
何
、
こ
言
へ

ば
G
線
あ
た
り
か
ら
吸
牧
す
る
絵
色
ス
ク
リ
ン
を
便
用
す
れ
ば
時
間
の

損
失
が
少
な
く
て
比
較
的
良
い
寛
…
眞
か
得
ら
れ
る
。
ス
ク
リ
ン
の
適
當

な
撰
揮
が
最
も
重
要
事
で
あ
る
。
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
ア
ン
チ
ス
ク
リ
ン
乾

板
は
感
光
力
の
極
大
の
部
が
す
？
こ
青
色
部
に
あ
り
線
色
部
ま
で
感
じ

る
か
ら
此
の
目
的
に
は
良
い
乾
板
で
あ
る
。
像
は
非
常
に
よ
く
な
る
。

二
十
三
吋
級
の
小
レ
ン
ズ
に
は
良
い
方
法
で
あ
る
。
ス
ク
リ
ン
無
し
で

も
立
派
な
も
の
は
得
ら
れ
る
が
此
の
方
。
か
よ
り
亡
い
像
を
作
る
。
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此
れ
だ
け
長
く
書
き
立
て
た
ゴ
完
全
な
時
計
つ
き
で
な
い
赤
道
儀
が

無
い
ε
殆
ん
，
ご
月
以
外
に
使
え
な
い
。
叉
赤
道
儀
は
あ
っ
て
も
二
枚
レ

ン
ズ
で
は
焦
鮎
距
離
が
長
い
爲
に
星
だ
け
に
し
か
使
え
な
い
σ
叉
完
全

な
星
像
の
出
認
る
の
は
レ
ン
ズ
の
直
径
だ
け
の
部
分
で
あ
る
。
私
の
オ

ツ
ト
エ
ー
二
吋
レ
ン
ズ
で
可
な
り
長
い
聞
試
験
に
よ
る
ミ
受
像
は
普
通

の
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
に
比
し
劣
っ
て
は
居
な
い
。

　
二
枚
合
成
の
レ
ン
ズ
で
は
内
貼
距
離
が
長
い
爲
に
時
間
が
か
、
り
位

置
測
定
以
外
飴
り
使
は
れ
な
い
。

　
哨
舎
の
爲
眞
や
淡
い
星
雲
の
訴
因
に
は
ペ
ツ
バ
ル
型
の
人
像
玉
で
大

口
径
短
上
貼
の
レ
ン
ズ
が
最
良
で
あ
る
。
ペ
ツ
バ
ル
型
の
幻
燈
玉
で
も

よ
い
。
諸
氏
の
内
に
は
此
の
種
の
玉
を
持
っ
て
居
ら
れ
る
方
が
あ
れ
ば

此
れ
を
赤
道
儀
に
取
つ
け
て
爲
眞
を
や
る
が
最
良
の
方
法
で
あ
る
。
ツ

ァ
イ
ス
や
ブ
ラ
シ
ア
ー
で
は
天
心
用
に
爲
野
の
李
聖
像
の
正
確
等
を
目

標
ε
し
て
設
計
し
た
純
計
素
面
眞
用
の
も
の
を
作
っ
て
居
る
。

　
此
れ
等
の
も
の
で
な
く
て
も
爲
眞
屋
に
あ
．
る
人
像
玉
で
好
結
果
を
得

る
。
ダ
ル
マ
イ
ヤ
・
1
、
ホ
ク
ト
ラ
ン
デ
ル
等
が
好
評
で
あ
．
る
。

　
F
a
番
號
に
關
し
て
は
四
・
五
よ
り
大
な
る
も
の
が
像
や
フ
イ
ル
ド

の
鮎
で
使
は
れ
る
。
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
使
っ
た
ブ
ル
ー
ス
レ
ン
、
λ
で
は

F
5
で
あ
る
。
此
の
種
の
レ
ン
ズ
で
は
通
常
完
全
な
像
の
出
來
る
の
は

約
十
度
で
あ
る
。
銀
河
爲
眞
に
は
此
の
種
の
レ
ン
ズ
が
最
良
で
あ
る
。

ス
ケ
ー
ル
は
小
さ
い
が
星
を
大
き
く
官
佃
す
の
が
目
的
で
な
い
か
ら
充
分

間
に
合
ふ
。

　
ベ
ツ
バ
ル
型
、
の
四
枚
玉
の
も
の
・
外
ク
ッ
ク
會
祉
で
作
る
テ
ー
ラ
ー

氏
創
案
の
三
枚
玉
も
使
は
れ
る
。
ク
ッ
ク
レ
ン
ズ
で
は
奉
旺
な
フ
イ
ル

ド
は
十
五
度
も
あ
り
著
し
く
よ
く
な
る
が
大
星
の
像
は
ペ
ツ
バ
ル
玉
の

如
く
よ
く
な
い
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ア
ダ
ム
ス
氏
か
全
天
の
爲
眞
を
得
た

レ
ン
ズ
は
此
の
型
の
日
径
十
吋
焦
鮎
距
離
四
十
五
吋
の
も
の
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
シ
ア
ー
製
の
も
の
が
最
も
よ
く
使
は
れ
る
が
我
が
東
京
天
文
豪

の
美
事
な
八
吋
天
髄
爲
眞
儀
の
レ
ン
ズ
も
ブ
ラ
シ
ア
ー
製
で
あ
る
。

　
ペ
ツ
バ
ル
型
、
の
最
大
の
も
の
は
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
天
文
豪
の
ペ
ル
ー
、

ア
レ
キ
パ
出
張
所
に
あ
る
ブ
ル
ー
ス
ニ
十
四
吋
で
此
か
は
右
名
な
オ
ル

バ
ン
・
ク
ラ
ー
ク
の
作
で
あ
．
り
。
小
遊
星
嚢
見
の
大
家
で
あ
る
猫
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ヒ
天
文
肇
の
ウ
ォ
ル
フ
の
使
っ
て
居
る
ブ
ル
ー
ス
十
六
吋
双
玉

は
ブ
ラ
シ
ア
ー
製
、
米
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
天
丈
寮
の
メ
ト
ヵ
ー
フ
十
六
吋

は
素
人
（
天
号
車
者
）
の
メ
ト
カ
ー
フ
氏
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
此
の
型
ω
色
曲
線
を
オ
ッ
タ
ワ
天
文
峯
の
八
吋
ゾ
ラ
シ
ア
ー
レ
ン
ズ

か
ら
取
る
，
こ
次
の
通
り
で
二
枚
合
成
よ
り
色
清
し
は
悪
い
。

　
ツ
ァ
イ
ス
會
肚
で
は
天
民
用
に
設
計
し
た
テ
ツ
サ
ー
を
〉
・
。
ぎ
尭
。
。
・
。
碧

－
こ
し
て
責
っ
て
居
る
。
角
度
＋
五
度

　
　
8
3
7
0
7
4
7
8
8
9
4
9

　
　
4
8
9
0
2
6
5
4
2
3
5
4

　
　
り
の
ユ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
＋
＋
＋
　
一
＝
一
一
＋
＋
＋
古
手
の
人
像
玉
は
極
く
安
償
で

　
　
　
　
　
F
　
　
　
　
　
K
　
　
求
め
ら
れ
る
。
二
吋
玉
が
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
位
で
見
つ
か
る
。

　
　
3
0
0
0
7
0
0
0
5
0
3
0

　
λ
9
0
8
8
3
2
7
3
1
2
3
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
1
0
9
7

　
　
8
F
D
－
（
6
7
F
O
O
O

　
　
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
3
3

九
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ペ
ツ
バ
ル
以
上
の
測
角
に
は
小
口
径
の
ア
ナ
ス
チ
グ
マ
ッ
ト
が
使
は

れ
る
。
此
れ
は
素
人
官
習
呉
家
が
多
く
持
っ
て
居
ら
れ
る
。
此
れ
を
同
じ

く
赤
道
儀
に
取
付
け
て
使
用
す
れ
ば
揺
々
好
成
績
が
あ
げ
ら
れ
る
、
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

径
一
吋
の
レ
ン
ズ
な
れ
ば
「
時
間
で
十
一
等
ま
で
刷
る
、
し
か
も
角
度

は
三
十
度
李
方
は
良
い
像
か
禺
諮
る
。
角
度
は
中
央
ミ
端
，
こ
で
焦
鮎
が

異
る
か
ら
中
央
の
よ
い
所
だ
け
使
ふ
ミ
直
径
は
二
十
度
位
で
あ
る
。
ク

ッ
ク
鏡
玉
か
主
，
こ
し
て
使
は
れ
る
が
　
こ
の
種
の
ア
ナ
ス
チ
グ
マ
ツ
ト
で

も
可
な
り
な
成
績
が
あ
け
ら
れ
る
。
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
天
文
皇
で
此
の
ソ

ン
ズ
に
よ
り
微
百
の
新
盤
光
星
、
こ
二
十
個
近
く
の
新
星
が
昇
等
さ
れ
て

居
る
。

　
　
ツ
ァ
イ
ス
　
〉
卑
「
〒
℃
①
ぐ
ぐ
P
⊃
一
山
示
都
七
吋
附
…
属
筏
二
・
四
吋
F
六
。
三

　
　
ク
ッ
ク
〉
。
。
ぽ
o
I
一
嵩
覧
9
逃
馬
十
吋
　
　
四
。
○
吋
F
六
。
八

　
　
ブ
ラ
シ
ア
ー
　
　
　
　
　
　
東
京
幌
張
窮
眞
儀
　
　
八
面
F
五
・
八

　
　
　
乾
　
板

　
天
罷
爲
眞
に
使
ふ
乾
板
の
三
三
は
極
め
て
重
要
な
事
で
あ
る
。
極
め

て
淡
い
天
膿
を
印
せ
し
め
る
爲
に
高
遽
度
の
も
の
が
必
要
で
あ
る
が
高

富
度
の
も
の
は
銀
粒
が
粗
で
從
っ
て
詳
細
な
鮎
が
現
れ
な
い
。
英
國
で

は
イ
ル
フ
オ
ー
ド
赤
札
や
O
疑
。
；
ピ
α
q
洋
窪
ぼ
㈹
（
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ア
ダ
ム

ス
氏
）
米
國
で
は
シ
ド
ニ
i
二
「
『
二
七
、
或
は
三
〇
等
が
使
用
さ
れ

ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
肇
の
ブ
ル
ー
ス
に
は
シ
ド
ニ
ー
Ω
『
聾
窪
の
如
き
も
の

が
使
は
れ
る
。
し
か
し
日
本
で
は
多
種
の
も
の
は
輸
入
さ
れ
て
居
ら
な

い
っ
イ
ル
フ
オ
ー
ド
。
。
℃
而
。
三
ξ
銘
口
即
σ
昌
。
は
通
常
の
用
途
に
は

一
〇

よ
い
が
長
時
露
出
に
は
少
し
く
法
度
が
足
り
な
い
。

　
イ
ル
フ
オ
ー
ド
国
旨
”
。
。
Φ
戸
あ
三
淫
事
卿
U
李
。
。
一
般
に
新
鮮
な
も
の
が

手
に
入
ら
な
い
．
か
銀
河
窮
眞
に
は
よ
い
。
ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
に
て
現
像

す
べ
し
。
月
に
は
銀
粒
が
粗
で
不
適
當
だ
。

　
ス
タ
ン
レ
一
五
〇
イ
ル
フ
オ
ー
ド
赤
よ
り
少
し
早
い
が
、
針
孔
が
出

鉱
る
の
で
餓
り
よ
く
な
い
。
黒
土
す
れ
ば
立
派
に
使
用
出
替
る
。

　
ウ
エ
リ
ン
ト
ン
ζ
二
・
・
9
・
2
に
は
墨
汁
あ
る
が
一
般
に
星
像
が
小
さ

い
の
で
ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
を
使
ふ
必
要
が
あ
る
五
〇
〇
，
四
〇
〇
、
三

五
〇
、
三
〇
〇
の
内
野
〇
〇
の
が
良
い
。

　
高
速
の
正
色
乾
板
に
は
良
い
も
の
が
輪
入
さ
れ
て
居
な
い
。
多
く
の

も
の
は
黄
色
の
感
光
力
が
不
充
分
で
あ
る
。
一
般
に
H
＆
D
二
五
〇
以

上
の
も
の
は
必
要
で
あ
る
。
速
度
の
み
が
能
で
な
い
σ
銀
粒
が
小
で
極

め
て
明
快
な
も
の
で
な
い
一
こ
い
け
な
い
。

　
極
め
て
小
さ
い
星
雲
の
場
合
に
は
速
度
の
の
ろ
い
方
が
明
ら
か
に
出

る
。
全
色
乾
板
に
は
イ
ル
フ
オ
ー
ド
H
、
p
門
6
ゴ
内
。
一
当
p
二
。
コ
ρ
［
。
謹
か
良
い
。

　
　
　
現
像
液

　
乾
板
の
撰
揮
－
こ
同
時
に
極
め
て
重
要
な
事
で
あ
る
。
充
分
な
デ
テ
イ

ル
が
出
て
被
り
が
少
い
も
の
を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
。
作
用
の
張
い
早
い

現
像
液
を
使
ふ
ほ
¶
ご
銀
粒
の
大
き
さ
が
一
定
で
一
楼
に
散
齪
さ
れ
て
居

る
。
の
ろ
い
現
像
液
を
使
ふ
一
こ
銀
粒
に
大
小
が
掛
來
あ
ち
こ
ち
に
群
を

作
る
。
故
に
デ
テ
ィ
ル
を
出
す
な
れ
ば
メ
ト
ー
ル
の
如
き
現
像
液
を
使

用
し
濃
き
像
を
求
め
る
な
ら
ば
の
ろ
い
現
像
液
を
使
用
す
べ
し
。
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メ
ト
ー
ル
ハ
イ
ド
ロ
が
通
常
良
好
で
あ
る
。
使
用
乾
板
製
造
會
杜
指

定
の
新
鮮
な
現
像
液
で
最
良
の
藥
品
を
使
ふ
べ
し
。

　
ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
は
濃
き
明
瞭
な
像
を
出
す
る
か
ら
星
ば
か
り
の
銀

河
寅
…
眞
等
に
は
良
い
が
最
良
の
ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
ミ
苛
性
加
里
を
使
は

す
に
炭
酸
曹
達
を
使
用
す
べ
し
。

　
現
像
は
亡
八
…
で
や
る
の
が
安
全
だ
が
赤
色
光
下
で
あ
れ
ば
嚴
重
に
蓋

を
し
て
少
し
く
被
り
見
え
る
ま
で
現
像
す
る
。
定
着
水
洗
は
普
通
通
り

で
あ
る
が
膜
に
芥
の
つ
か
ぬ
様
に
し
夏
に
は
硬
膜
液
を
必
ず
必
要
－
こ
す

べ
し
Q

　
現
像
液
で
も
パ
イ
ロ
は
使
用
せ
な
い
方
が
好
い
し
タ
ン
ク
現
像
は
や

ら
な
い
が
好
い
。
甚
だ
し
く
デ
テ
ー
ル
を
つ
ぶ
す
Q

現
像
液
腿
嘉
例
　
温
度
細
身
十
八
度
を
守
る
べ
し

メ
ト
！
ル
ハ
イ
ド
ロ

甲
メ
ト
ー
ル
　
　
一
瓦
　

ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
m
四
維
　
　
亜
硫
酸
曲
目
達
二
十

五
瓦
水
五
〇
〇
G
G

乙
炭
酸
曹
達
二
三
瓦
　
臭
素
加
里
丁
周
聖
水
五
〇
〇
G
G

被
り
が
凄
い
時
に
は
炭
酸
曹
達
を
十
五
ま
で
減
　
る
，

通
常
甲
乙
等
量
を
混
じ
る
。

ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン

ハ
イ
ド
ロ
キ
ノ
ン
十
瓦
　
亜
硫
酸
曹
達
三
八
瓦
　
炭
酸
曹
達
二
十
五
瓦

水
一
〇
〇
〇
G
G

液
を
作
る
時
に
は
特
に
結
晶
の
残
留
せ
ぬ
様
に
注
意
す
べ
し
。

　
　
　
ロ
ヂ
ナ
ル
タ
ン
ク
現
像

　
濁
逸
ア
グ
フ
ァ
製
の
も
の
が
毅
費
さ
れ
て
居
る
が
百
五
十
倍
で
一
時

間
か
Σ
つ
て
ゆ
る
く
く
」
現
像
す
る
ε
星
雲
窟
眞
や
淡
い
星
を
表
す
に

適
し
て
居
る
が
大
き
な
星
は
淡
い
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
で
は
六
十
倍
三
十
分
現
像
が
使
は
れ
て
居
る
。

　
特
鮎
、
こ
す
る
所
は
論
式
が
少
さ
い
事
で
接
近
し
た
二
重
星
は
よ
く
現

れ
る
。
し
か
し
タ
ン
ク
現
像
の
葉
面
ミ
し
て
銀
粒
の
不
揃
に
な
る
の
は

冤
れ
な
い
α
淡
き
も
の
を
現
す
に
適
期
。

　
　
　
ハ
レ
ー
シ
オ
ン

　
大
き
な
星
を
含
む
天
で
は
星
の
週
り
に
丸
い
輪
が
現
れ
る
。
此
れ
の

現
れ
る
理
由
は
通
常
爲
曝
書
に
記
す
る
通
り
で
裏
塗
り
液
を
使
用
前
に

塗
布
し
て
現
像
前
に
海
綿
で
ふ
き
ミ
れ
ば
よ
い
。
墨
汁
に
グ
リ
セ
リ
ン

を
混
じ
る
一
こ
簡
箪
な
裏
塗
り
液
が
出
來
る
。

　
　
　
口
k
i
氏

　
　
　
ご
ト
　
ド
　
　
ま

　
天
艦
爲
眞
の
適
當
な
印
書
は
仲
々
困
難
で
あ
る
。
紙
－
こ
し
て
密
着
な

れ
ば
ア
ゾ
F
の
如
き
滑
面
紙
が
引
延
し
な
れ
ば
同
じ
く
滑
面
紙
が
よ
い

　
現
像
液
は
普
通
の
ア
ミ
ゾ
ル
液
が
良
い
銀
河
や
月
は
密
着
の
方
が
よ

い
が
小
型
な
も
の
は
引
延
し
を
要
す
る
。
引
延
し
は
普
通
寡
眞
以
上
の

技
術
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
注
意
深
く
現
像
さ
れ
た
原
板
が
な
け
れ

ば
H
＆
D
四
〇
〇
程
度
の
も
の
で
五
倍
ま
で
殆
ん
さ
三
三
が
現
れ
す
に

旧
い
像
が
得
・
り
れ
る
。

一


